
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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該当する□には、レ印を記入してください特定ＪＩＦ業ff以外の`ＩＦ糞打の〃l7LHjのiu人は不要で-J弓

「些弛年皮」とは;卜ldlj19Ⅱ１１１のIiij年度を、「|]係年瞳」とITIEtll･lMiil911111の111終年度を、「fM（!;年皮」と１７k,↑I･lIIjilﾛ11111のうち、今回報l1rの対難となるｲＭとをいいます。

「則F業所辮排１１１区分」とはﾙ(柵府内のﾘﾄﾞ雄1）r嫌のJIF業iiWui/jのためのエネルギーの仙川に伴い発生するild寵効果ガスを、１１１iii送llIiiI,j排111区分」とITtr11Ii1jilZ運送ﾘﾄﾞ難行については使川の本拠の位lrllを京都府内とする''1両
の排出す-るilA室効果ガスを、鉄道１罷業行については係ｲIするilf物にI〔ｉＩＩＩｉｘは旅奪『にiiliiの排１１Ｉするilil寵効jlLガスを、「その他排１１１区分」とは上記以外の京部府内におけるllf業所嫌の'|｢業活１１U)にｲ14い発生する温室効果ガス
をいいます。

「原単位lL1たりの温室効果ガス排出li1K鎌」の「用途区分」には、○○［場、ｿiF務所などの'１１途を而凸人してください二「jji〔単位の折棟」には、分卜の「二酸化炭紫換算」の１５に分{ﾘ:となる脂標（'|ﾐ潅数11t、延べ床面
禰、走行灘離韓）を記入してください。

「その他の地Lkilii暖化対策による温室効果ガスのiliﾘiWll嫌」のうち「森林の保全及び！ｉｋｌｌｌＩｉｊの「１１Mkｲ|を)唖（ii卜li1ii）」１Ｍには計iII1ilolllll1l1の{]標の県`}|を、「報告ｲI:皮（実績）」側には実績の潔iilを記入してください二

「特記平、」には、、Ｉｚ成２ｲ'三)瞳（１９９（)年度）を韮1111とした排IlllIiの対比や、櫛エネ製ＩｌＭｌＨ苑など他行の温室効果ガス排lIliiI減への貞献、グリーン調達の採川．特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減
などを記入してください.
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住所（法人にあっ
ては、主たる１F務
所の所在地）

京都府宮津市字須津４１３

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

表者の氏名）
日本冶金工業株式会社大江山製造所所長山崎重信

事業者の主たる
業種 フェロアロイ製造業

該当する事業者
要件 厩京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

r,蟇ii鰯fii温暖化対策条例施行規則第'0条第２号又は第３号該当事業者(大規模運送事業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道車両
厩 京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して３，０００トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

ISO14001に基づく環境マネジメントシステム運用により、エネルギー及び地球温暖化ガスの排出抑制に努める。

推進体制
ISOl4001運用による環境推進委員会を開催して進捗を管理している。

環境マネジメントシステム名称 ISOl4001：２００４ 

適用範囲 ﾌｪﾛﾆﾌﾞｹﾙ製造に係る事業活動

取得年月日 平成13年11月２２日

年度ごとの具体

的な取組及び措
置の状況

年度

20～22年度

20～22年度

20～22年度

設備、対象、工程等

工場敷地

熔鉱

原料

措置内容

工場敷地内縁化実施および緑地手入れによりCO2を削減中

再生油、廃プラスチックの利用によりバージンエネルギーを削減中

高品位リサイクル原料使用によるエネルギー原単位の改善中

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二酸化炭素換算）

目標年度（計画）

(２２）イ1三度
(二砿化炭素換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２２）年度
(二酸化炭索換算）

増減率
(実績）

1７２，１８４．２ｔ 167,070.1ｔ -3.0％ 158,027.3ｔ -8.2％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

1８，９３７．２ｔ 18,937.2ｔ 0.0％ 8,942.6ｔ -52.8％ 

＊1 １９１，１２１．３ｔ *２１８６，００７．３ｔ -２．７％ ＊．＄ 166,969.9ｔ －１２．６９６ 

品位が低く難操業性の輸入鉱石を使用せざるを得なかった事情により製品生産量が著しく減少したため使用エネルギーが削
減された。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

工場
二酸化炭素換算

フェロニッケル生産lid(［

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計･画） 報告年度（実績） 増減率（尖紋）

3.39CO2-t/t 3．３２ＣＯ2-t/ｔ －１．９％ 3.46CO2-t/t ２３％ 

％ Ｏ／ 
/０ 

％ 9(》

使用総エネルギーは削減しているが、品位が低く難操業性の輸入鉱石を使用せざるを得なかった事情により製品生産量が箸
し<減少したため、CO2原単位が改善できなかった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの

削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

肖'1減量等合計

目標年度（計画）

取組量等 (二酸化炭素換jnI）

(整備面賦） hａ (吸収fit） ｔ 

(利用壁） Iｎ３ (剛iMUil） ｔ 

(売電fit） kwｈ (Ｉｉｌｌ減 ｔ 

(熱供給ik） GＪ (I』iﾘ減lik） ｔ 

(購入fit） kwｈ (削減 ｔ 

(購入Bk） ｔ (削減 ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組１k竿 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収匙） ｔ 

(利用丘） ｎｌ３ (削減通） ｔ 

(充電壁） kwｈ (削減随） ｔ 

(熱供給戯） ０Ｊ (削減駄） ｔ 

(購入量） kwｂ (削減量） ｔ 

(lIl$入量） ｔ (削減１K） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一IIiﾘ減等合計）

基準年度（実績）

＊１ １９１，１２１．３ｔ 

目標年度（計画）

(邸2）(*:)）】８６ 007.3ｔ 

贈減辮（計画）

-2.7％ 

報告年度（実績）

(*l)‐(*5） 166,969.9ｔ 

増減率（実績）

－１２６％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

1.大陽光発電設備導入による電力肖Ｉ減と地域住民との勉強会により地域全体で温暖化防止に努める。
2.工場敷地内の緑化推進及びその保全により温暖化防止に努める｡
3.リサイクル資源を積極活用し、バージンエネルギー及びCO2の削減に努める。

特記事項
1.原単位当たりの温室効果ガス排出量肖'１減率の計画未達成は輸入鉱石品質の難操業性による。
2.当社製錬方法による温室効果ガス削減は非常に困難であるが、製品に対するエネルギーおよびCO2原単位の改善に努める二
3．リサイクルエネルギーの積極活用によりバージンエネルギーおよびCO2の削減に努める。
4.リサイクル高品位原料の使用によりエネルギー原単位の改善に努める。


